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登録リスト（該当：8件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 北向観音堂]	北向観音堂	平安時代初期に比叡山延暦寺座主慈覚大師円仁が開いた
霊場。北向きの本堂(本所は千手観音菩離像）は全国でも珍しく、南向きの善光寺本堂と相対しているとされる。「極楽往生」を願う善光寺と「両参り」し、ここで「現世利益」を祈ることで、より御利益があるとされる。かつて参道脇に長楽寺（常楽寺、交楽寺とともに天台宗の「別所三楽寺」のひとつ）があったが、現在は常楽寺を本坊とする。昭和36(1961)年に善光寺本堂と同じく、「撞木造り」の建物として増改築された。なお、手水舎には境内から湧出している温泉が使われている。
北向観音は『「極楽往生」を願う善光寺と「両参り」』というのをキーワードに、観光業に活かせると感じた。北向観音は、実際に自分で現地に行かないと感じないようなパワーがあると私は考えている。よって	2024-02-13
	2	[image: 北向観音]	北向観音	別所温泉の代表である北向観音。
善光寺と対になっており、珍しく北を向いていることが特徴です。
北向観音では現世利益を得ることができます。
善光寺に行ったのなら両参り！忘れずに訪れてください

参道にはお土産屋さんやお店が並びます。
敷地からみる上田はとてもきれいなので、ぜひご自身の目で見てみてください。きっと「わっ」と声が出ますよ。
近くには足湯や日帰り温泉もあるので、一緒に回るのもおすすめです。	2024-02-13
	3	[image: 上田市の日本遺産である北向観音]	上田市の日本遺産である北向観音	北向観音像が生まれた歴史的背景は、平安時代初期の天長２年（825年）、比叡山延暦寺座主の円仁により開創された。また、北向きの理由は、観音像は大抵南向きか東向きのことが多かった。しかし、昔の人は航海をする際、北の空にある北極星を頼りにしていたことから、人生に迷いがあった際に、光を指してくださるように北向に観音を設置したと言われている。また、北向きの北向観音堂と南向きの善光寺と相対していて、「来世住生」を願う善光寺と「両参り」し、ここで「現世利益」を祈ることでご利益があるとされている。
ぜひ北向観音堂と長野市にある善光寺の両方を参り、両参りを達成させてみましょう。	2024-02-06
	4	[image: 北向観音堂]	北向観音堂	平安時代初期に比叡山延暦寺座主慈覚大師円仁が開いた霊場。北向きの本堂は全国でもほとんど例が無く、南向きの善光寺本堂と相反している。「極楽住生」を願う善光と「両参り」し、ここで「前世利益」を祈ることで、御利益があるとされる。
商店街を抜け、北向観音堂に行った。当日は、屋台が出ていて、賑わっていた。善光寺と両参りすることが良いとされているため、上田市と長野市の観光業の連携が観光客を呼ぶための鍵になると考えた。	2024-01-30
	5	[image: 北向き観音堂]	北向き観音堂	平安時代初期に比叡山延暦寺座主慈覚大師円仁が開いた霊場。厄除観音として昔から信仰を集め、長野市善光寺と向かい合うように本堂が北を向いている事から北向観音と呼ばれるようになった。「極楽往生」を願う善光寺と「両参り」し、ここで「現世利益」を祈ることで、御利益があるとされる。
手水舎には境内から湧出している温泉が使われていて、とても温かい。
ここでは上田市の景色を眺めることが出来る。
北向き観音堂に行くまでの道中も、魅力があふれているためおすすめスポットである。
日本遺産に登録されている北向き観音堂はぜひ訪れるべき場所だ。	2024-01-25
	6	[image: 日本遺産 北向き観音堂]	日本遺産 北向き観音堂	日本遺産シリーズの講義を通して北向き観音堂を訪れた。
北向観⾳堂は、平安時代初期に慈覚⼤師円仁(えん にん)が開いた霊場。本尊は千⼿観⾳菩薩(せんじゅか んのんぼさつ)。北向きの本堂は全国でもほとんど例 が無く、南向きの善光寺本堂と相対している。「来 世往⽣」を願う善光寺と「両参り」し、ここで「現 世利益」を祈ることで御利益があるとされる。北向観音からまちを一望でき、見晴らしがとても良かった。北向観音堂の裏にある壁一面の苔が美しく、思わず写真を撮ってしまった。	2024-01-09
	7	[image: 北向観音]	北向観音	平安時代初期に比叡山延歴寺座主慈覚大師円仁が開いた霊場である。北向きの本堂は全国でもほとんど例がなく、南向きの善光寺本堂と相対している。「極楽浄土」を願う善光寺と両参りし、ここで、「現世利益」を祈ることで、御利益があるとされている。

境内に入る前に商店街があったが、平日だったため、あまりお店が開いていなかった。いつ来た観光客でも楽しめるように活性化を目指すべきだと感じた。また、別所温泉地域全体で坂道や狭い道が多い印象だった。

北向観音と善光寺の両方に参拝すると、より縁起が良いことをもっと発信することで、所温泉の集客にも繋がると感じた。そして、境内から見える景色が綺麗だったため、これもSNSなどで発信していきたいと感じた。	2023-11-30
	8	[image: 北向観音]	北向観音	塩田平の歴史的な建物である北向観音を訪れた。
愛染明王が祭ってあることを実際に訪れて初めて知った。　　
縁結びの神社としても知られている。善光寺とセットでお参りするとよいとされている（両参り）
北向きに本堂がありこれは日本の中でもとても珍しい。
歴史が深く825年に円仁によって開創された霊場。
現世利益を願う。
副男などいろんなイベントも開かれていて地域に根差している。
また境内には愛染カツラと呼ばれる霊木がありとても迫力があった。これは縁結びの霊木と呼ばれておりみんなに親しまれているのが分かる。	2023-11-21
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